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平
成
三
十
年
上
期
バ
ル
ブ
生
産
高
調
査
結
果 

 
 

前
年
比
９．９
％
増
の
１
２
９
億
円
台 

平成 30 年上半期の対前年比較表 

     （単位：百万円） 

種 類 別 平成 30 年 平成 29 年 増 減 率 

   (1～6 月)   (1～6 月)  (%) 

水 道 用 弁 3,877 3,896 -0.5 

一般産業用弁 7,267 5,880 23.6 

船用弁 1,372 1,626 -15.6 

鋳 物 素 材 398 347 14.7 

合  計 12,914 11,749 9.9 

 

 
平
成
３
０
年
上
期
䥹
１
月
䦅
６
月
䥺

バ
ル
ブ
生
産
高
調
査
䥹
２
２
社
䥺
の

結
果
が
ま
と
ま
り
䣍
生
産
高
は
１
２

９
億
１
４
０
０
万
円
と
前
年
同
期
比

で
１
１
億
６
５
０
０
万
円
増
䣍
増
減

率
で
プ
ラ
ス
９
䥼
９
％
と
な
り
ま
し

た
䣎 

 

業
種
別
で
は
水
道
用
弁
は
前
年
同

期
比
マ
イ
ナ
ス
０
䥼
５
％
䥹
１
９
０

０
万
円
減
䥺
の
３
８
億
７
７
０
０
万

円
と
３
年
連
続
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
䣎
要
因
と
し
て
は
前
期
に
引
き
続

き
首
都
圏
で
の
発
注
が
低
調
な
状
況

が
続
い
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
ま

す
䣎 産

業
用
弁
は
前
年
同
期
比
プ
ラ
ス

２
３
䥼
６
％
䥹
１
３
億
８
７
０
０
万 

円
増
䥺
の
７
２
億
６
７
０
０
万
円

と
大
き
く
増
加
す
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
䣎
こ
れ
は
国
内
企
業
の
業

績
好
調
を
受
け
設
備
投
資
が
増
加

し
䣍
需
要
が
拡
大
し
た
結
果
と
思

わ
れ
ま
す
䣎 

 

船
用
弁
は
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ

ス
１
５
䥼
６
％
䥹
２
億
５
４
０
０

万
円
減
䥺
の
１
３
億
７
２
０
０
万

円
と
３
年
連
続
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
䣎
各
国
造
船
所
の
受
注
残
は

減
少
が
続
き
䣍
日
本
の
造
船
所
に

お
け
る
手
持
ち
工
事
量
減
少
も
そ

の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
䣎 

 

鋳
物
素
材
は
前
年
同
期
比
プ
ラ

ス
１
４
䥼
７
％
䥹
５
１
０
０
万
円 

増
䥺
の
３
億
９
８
０
０
万
円
と
国
内

需
要
の
増
加
と
地
場
バ
ル
ブ
業
界

か
ら
の
発
注
増
の
影
響
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
䣎 

 

こ
の
よ
う
に
水
道
用
弁
と
船
用

弁
は
減
少
し
ま
し
た
が
産
業
用
弁
䣍

鋳
物
素
材
の
増
加
に
よ
り
前
年
比

大
幅
に
増
加
す
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
䣎 

 

今
後
の
見
通
し
と
し
て
産
業
用

弁
・
鋳
物
素
材
は
引
き
続
き
国
内
需

要
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
䣎

水
道
用
弁
は
大
阪
北
部
地
震
や
西

日
本
豪
雨
災
害
に
よ
る
水
道
管
破

損
で
老
朽
管
路
更
新
や
耐
震
管
路

へ
の
切
替
が
一
段
と
取
り
ざ
た
さ

れ
る
も
䣍
自
治
体
予
算
は
厳
し
さ
を

増
し
早
急
な
改
善
が
期
待
で
き
ず
䣍

受
注
は
横
ば
い
状
態
で
推
移
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
䣎
船
用
弁
は
䣍

大
型
商
船
が
引
き
続
き
厳
し
い
受

注
状
況
と
予
想
さ
れ
䣍
当
面
は
厳
し

い
舵
取
り
に
な
り
そ
う
で
す
䣎 

 
 

      

安 

全 

標 

語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
年
度
の
安
全
標
語
の
募
集
に
は
䣍
１
８
社
５
３
４

通
の
応
募
が
あ
り
䣍
去
る
７
月
１
１
日
に
䣍
彦
根
労
働

基
準
監
督
署
長
䣍
同
安
全
衛
生
課
長
䣍
正
・
副
理
事
長

を
審
査
員
と
し
て
審
査
会
を
開
催
䣍
次
の
通
り
優
秀
作

品
が
選
ば
れ
た
䣎 

 

一
席 

職
場
に
聞
こ
え
る
䣓
お
疲
れ
さ
ま
䣔 
 
 
 
 

無
事
故
の
証
の
合
言
葉 

 
 
 
 

 

廣
瀬
バ
ル
ブ
工
業
㈱ 

安
田 

晴
彦 

二
席 

慣
れ
た
作
業 

ひ
䣯
䣬
こ
り
顔
出
す
危
険
の
芽 

無
く
そ
う 

現
場
の
う
䣬
か
り
は
ん 

 
 
 
 

 

㈱
清
水
鐵
工
所 

中
村 

道
人 

二
席 

見
て
見
ぬ
ふ
り
が
事
故
の
も
と 

 
 
 
 

初
心
者
ベ
テ
ラ
ン
区
別
な
し 

 
 
 
 

 

ル
䤀
ル
違
反
は 

そ
の
場
で
注
意 

 
 
 
 

 

古
川
工
業
㈱ 

田
川 

吉
和 

三
席 

作
業
速
度
も
品
質
も 

 
 
 
 

全
て
は
安
全
あ
れ
ば
こ
そ 

 
 
 
 

 

㈱
清
水
合
金
製
作
所 

鳥
居 

祐
介 

三
席 

恥
ず
か
し
が
ら
ず
に 

指
さ
し
䣍
声
だ
し
䣍
安
全
確
認 

 
 
 
 

 

や
れ
ば
必
ず
事
故
は
減
る 

 
 
 
 

 

㈱
清
水
鐵
工
所 

西
山 

雅
人 

三
席 

緊
張
感 

途
切
れ
た
と
こ
ろ
に 

事
故
が
あ
る 

 
 
 
 

サ
ポ
䤀
ト
す
る
の
は 

日
頃
の
対
策 

 
 
 
 

 

㈱
昭
和
バ
ル
ブ
製
作
所 

山
崎 

春
美 

 

佳
作 

輝
く
個
人
の
技
能
ド
リ
ブ
ル 

 
 
 
 

み
ん
な
で
ま
わ
す
業
務
パ
ス 

 
 
 
 

 

社
会
に
届
け
製
品
シ
䣻
䤀
ト 

 
 
 
 

 
 

舞
台
は
安
全
第
一
ス
タ
ジ
ア
ム 

 
 
 
 

 

清
水
工
業
㈱ 

清
水 

康
裕 

佳
作 

目
標
は
䣍 

効
率
䣍
コ
ス
ト
䣍
不
良
率
䣍
色
々
あ
れ
ど 

 
 
 
 

 

安
全
は
䣍
一
番
大
事
な
自
分
の
約
束 

 
 
 
 

 

宮
部
鉄
工
㈱ 

井
戸 

真
也 

佳
作 

事
故
が
な
い 

 
 
 
 

そ
れ
が
我
社
の 

金
メ
ダ
ル 

 
 
 
 

 

㈱
オ
䤀
ケ
䤀
エ
ム 

佐
治 

建
百 

佳
作 

目
を
か
け
䣍
手
を
か
け
䣍
気
に
か
け
て 

 
 
 
 

地
道
な
心
が
け
で 

ゼ
ロ
災
工
場 

 
 
 
 

 

松
尾
バ
ル
ブ
工
業
㈱ 

川
村 

二
三 

 

彦
根
労
働
基
準
監
督
署
署
長
特
別
賞 

 
 
 

安
全
を 

習
慣
付
け
て
無
災
害 

 
 
 
 

日
々
の
賜
物 

ゼ
ロ
災
企
業 

 
 
 
 

 

㈱
清
水
合
金
製
作
所 

中
村 

卓
朗 

 
 角田鉄工 

            
       

咁優 

勝
咂 

吁 

呎 

合 

呎 

叿 

吷 

清水工業 
  3   

  １ 11    

清水鐵工所 
  １４     
   5  

廣瀬バルブ工業 
   1   
    3     

宮部鉄工 
    8    
    3 

オーケーエム 
    9 
    17    

ミヤジマ・松尾バルブ 
    1     
   5   

大和バルブ 
   1  

    5    

昭和バルブ製作所 
    8   

            

 

３
０
年
入
社
が
２
２
名
䣍
２
９
年
入

社
が
５
名
と
入
社
間
も
な
い
方
が

ほ
と
ん
ど
で
䣍
熱
心
に
受
講
い
た
だ

き
ま
し
た
䣎 

  
 
 
 

業
界
短
信 

   

平
成
３
０
年
６
月
２
０
日
付
け
で

㈱
清
水
鐵
工
所
代
表
取
締
役
社
長
に

清
水
智
弘
氏
が
前
社
長
清
水
克
己
氏

は
代
表
取
締
役
会
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就

任
さ
れ
ま
し
た
䣎 

 

ま
た
䣍
６
月
２
７
日
付
け
で
㈱
オ

䤀
ケ
䤀
エ
ム
代
表
取
締
役
社
長
に

村
井
米
男
氏
が
前
社
長
奥
村
恵
一

氏
は
取
締
役
会
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
䣎 

 

事
務
局
夏
季
休
暇 

 
 

 

８
月
１
３
日
䥹
月
䥺
䦅
１
５
日
䥹
水
䥺

ま
で
夏
季
休
暇
と
し
ま
す
の
で
ご
承

知
下
さ
い
ま
せ
䣎 

 
 

 

滋
賀
県
立
大
学
特
別
講
演 

 

去
る
７
月
１
０
日
䣍
滋
賀
県
立
大

学
工
学
部
１
年
生
向
け
の
講
義
に

䣓
機
械
と
地
場
産
業
䣔
の
テ
䤀
マ
で
䣍

䣓
彦
根
の
バ
ル
ブ
産
業
に
つ
い
て
䣔

と
題
し
て
㈱
オ
䤀
ケ
䤀
エ
ム
常
務
奥

村
晋
一
氏
が
特
別
講
義
を
さ
れ
た
䣎 

 

こ
れ
は
䣍
３
年
前
よ
り
滋
賀
県
立

大
学
か
ら
依
頼
を
受
け
䣓
バ
ル
ブ
産

業
の
知
名
度
ア
䣹
プ
䣔
と
将
来
を
担

う
人
材
確
保
の
活
動
と
し
て
組
合
青

年
部
活
動
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
䣎 

 

䣓
新
人
・
若
手
社
員
向
け
研
修
会
䣔 

  

青
年
部
が
主
体
と
な
り
䣍
去
る
７

月
１
２
日
に
開
催
し
た
䣓
新
人
・
若 

手
社
員
向
け
研
修
会
䣔
に
は
䣍
１
１

社
３
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
䣎 

第
３
１
回
軟
式
野
球
大
会䥹
多
賀
町
民
グ
ラ
ン
ド
䥺 

䣗
日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
・
日
刊
工
業
新
聞
社
後
援
䣘 

   

５
月
２
７
日
・
６
月
１
７
・
３
０
日
開
催 




